
２　結の森の学習について

３　『海学習』＠大月町

４　遠隔授業について

　８月２０日（木）に結の森清流度調査に行ってまいりました！　調査地点は梼原川と吾川の２ヶ所です。
本年はコロナウイルスの影響で、調査が延期されてしまい、夏休みに入ってからの開催でしたが、自然環境コースや自
然環境部の生徒たちが参加してくれました。
　例年とは異なり、調査は高校生だけで行い、コクヨや森林組合、特別参加の環境省の大人たちは、それを見守るとい
う形で行いました。
　清流度を調査する生徒たちの表情は真剣そのもので、授業で培った力を遺憾なく発揮してくれました。それに感化さ
れたのか見守るだけの大人たちもソーシャルディスタンスを保ちながらではありますが、続々と調査に加わり、高校生
だけの調査団がいつものように大人も生徒も関係ない、いつもの調査団へと変わっていったのです。採取した水生昆虫
の特徴を把握しながら大人と一緒に同定する生徒たちの姿は成長を感じさせてくれるものでした。
　気になる清流度の結果は、梼原川で水質階級２（上から2番目）、吾川では水質階級６（最低値）となりました。
　吾川ではあまり水生昆虫が採れず、このような結果となってしまいました。（水質階級は水生昆虫に設定された得点
と、採れた種類数によって決まります）次は11月にある植生調査！　生徒がどこまで大人たちを導けるのか、今から楽
しみです。

　本校では、生徒の進路希望に応じたレベルの高い学習が行えるようICTを活用した遠隔授業を行っています。
実施している教科
【英語・数学】
　英語の授業では、幅広い話題について英語で意見交換したり、電子黒板を活用した授業により、さまざまな英
語に触れる機会が充実しています。また、国公立大学入試に対応した授業の配信や社会問題について英語でプレ
ゼンテーションをする活動もあり、4つの技能（聞く・話す・読む・書く）による高度なコミュニケーション能力
の向上を図っています。生徒も普段とは違った環境の中で意欲的に取り組んでいます。
　数学の授業でも同じくICT機器を活用した配信授業を行っています。モニターに映し出された立体的な図形を自
在に動かしたりしながら、様々な角度から見て考えることが出来ています。受講している生徒からは、新しい授
業でついていけるのか、電波は大丈夫なのかという不安の声が年度当初にはありました。しかし、現在では他の
生徒とともに切磋琢磨しながらスキルを磨いていくなどの意欲に溢れる声を聞くことが出来ています。
　生徒たちは、まだまだ慣れない授業で戸惑う様子もありますが、各教科の教員や遠隔配信支援教員などがフォ
ローしながら一生懸命に取り組んでいきます。

　9月18日(金)～19日(土)にかけて自然環境コース１・２年生、海学習に行ってま
いりました。今回は「海辺の自然史研究舎」の中地シュウ先生に講師をお願い
し、パークボランティアさんなど地元の方にも大変お世話になりました。
　１日目は大月町の潮間帯での生物採取と同定作業、シュノーケリングを行いま
した。シュノーケリングでは魚影の濃さに驚き、生物採取と同定作業は根気強く
取り組みました。２日目はサンゴとオニヒトデの関係について学び、コシダカウ
ニの標本作成に取り組みました。普段の『森』と『川』での学習と比較しながら
行うことで学びはより深いものとなっているようでした。
　２学年で２日間にわたって行われるということもあり、研修のような合宿のよ
うな賑やかな学習となりました。帰りの車中では疲れ果てて寝息を立てていまし
たが、その顔は達成感に満たされていました。皆さん、お疲れさまでした。

１　中学生体験入学について

 １０月２日(金)に中学生体験入学を町内外そして県外の中学校から３３名もの生徒さん
が参加し開催しました。校長、生徒会長の小野川君のあいさつ後、生徒会作成の動画と
学校説明を生徒会の近藤君がわかりやすく説明をしてくれました。
　その後、中学生は３つの班に分かれ、高校生の誘導・説
明のもと体験授業と施設・授業見学を行いました。パソコ
ン＆保育の授業では、パソコンと折り紙での「ＭＹカレン
ダー」づくりを、社会＆英語の授業ではタブレットを使い
ながら「偉人クイズ」や「自己紹介ゲーム」を、農業の授
業では、「芋ほりとパンジーの植え替え」を行い、すべて
のグループが楽しそうに授業を体験し、本校の様子を感じ
てもらえたようでした。
　中学生からは、「授業が楽しかった」、「校内見学の生徒会の説明が分かりやすか
った」、「高校生と楽しく体験できた」などの感想がアンケートにありました。



５ソフトボール部

★秋季大会第３位になりました！☞次は優勝を‥‥！

　10月3日(土）に第2回四万十高校ソフトボール教室
が行われました。高知パシフィックウェーブの選手5
名の指導のもと、高校生が小学生をサポートしながら
ソフトボールを楽しみました。ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ競技の基礎・
基本を確認できました。今後も地域や小学生、中学生
と交流しながらソフトボール競技を盛り上げていきた
いと思っています。

１１月行事予定について

【平成２年度の戦績】(※春季大会と支部大会は中止になりました。）
　高等学校体育大会分散開催☞ベスト4、夏季大会☞第３位、秋季大会☞第３位

　★ソフトボール教室を行いました！

　９月26日(土)、27日(日)の秋季大会は３位になりました。準決
勝で高知農業に敗れ、３位決定戦で土佐高校に勝ちました。次の
冬季大会[11月7日(土)、８日(日)]では、優勝を目指してチーム
一丸となって頑張っていきます。これからもご声援を宜しくお願
いします。

　今年度は、新型コロナウイルスの影響で、地域のイベント
での演奏も全く行えておりません。そのため、多くの方に音
楽部のサウンドをお届けできない状況が続いておりますが、
高校生は皆、放課後を活用し、日々練習に励んでおります！
　１０月４日（日）には、保護者の方に向けて中高合同ミニ
コンサートを開催いたしました。いつも多くのご支援をいた
だいている感謝の気持ちを込めて、短い時間ではありました
が精一杯の演奏を行いました。１０月１１月は「芸術の秋」
ということもありより一層練習に励んでまいります。ご声援
宜しくお願いいたします。

6 バレーボール部
　幡多支部体育大会にて３年生は引退し、現在は１年生３名で活動しています。８月に
行われた夏季大会（新人戦）は幡多農業高校と合同チームとして出場することが出来ま
した。夏季休業中は合同練習や練習試合を重ねる中で、チームワークを高めていきまし
た。結果は、対安芸高校と対戦し２－０で勝利。続く２回戦は土佐女子高校と対戦し０
－２で敗退しました。無観客試合ということで普段と違った雰囲気の中ではありました
が、練習してきたことが発揮できた試合でした。何より、試合に出場できたことで改め
てバレーボールの楽しさを味わうことができました。今後は、人数が少ない中ではあり
ますが、練習を重ね技術向上に励んでいきたいです。もし、少しでもバレーボールに興
味のある方がいましたら、ぜひ体育館に顔を出してもらえると嬉しいです。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

9　魅力化コーデネーターの部屋

　８月２４日（月）、大正地域振興局地域振興課　四万十高校振興対策監・総務防災係
長の北村耕助様を講師として「災害に備えて～過去の災害から学ぶ～」という演題で防
災に関する講話をしていただきました。当日は体育館で講演をしていただいた後、教室
でのシェイクアウト訓練や災害伝言ダイヤル等についての学習を行いました。講演の中
でこの地域での過去の災害について話をしていただいたおかげで、生徒たちは災害を身
近なものと再認識し、主体的に早め、早めに行動することの大切さを学んだとことと思
います。これからも、地域の力もお借りしながら、防災教育を進めていくことができれ
ばと考えています。

　今回は１年生の四万十総学(総合的な探究の時間)の授業の１コマをご紹介します。
　９月２３日（水）に四万十町で働く１０名の方に講師としてお越しいただき、仕事の
内容、どのように進路決定をしていったのか、高校生のうちにしておくべきことなど多
岐にわたる内容をお話していただきました。生徒達はペアになって計４名の方から各１
５分間ずつお話をうかがい、普段聞くことのできない方々からの貴重なお話に熱心に耳
を傾けていました。これから卒業後の進路について真剣に考えていく上で、この日のお
話はとても参考になり、良い刺激になったことと思います。
　また、１年生の総学の時間はソーシャルスキル向上にも取り組んでおり、初対面の
方々とお話する機会をいただき、こちらの面でもよい学習になりました。
　お忙しい中、生徒達のためにお時間を割いていただきました講師の方々、本当にあり
がとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

7 音楽部

8　防災訓練・防災講話

★四万十の魅力を探せ！★

企画・編集・お問い合わせ窓口：四万十高校総務部
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